
    

（会員総会議案より）

【測定所に求められる役割について】

４月８日経団連は、原発の再稼働や新増設を改めて求め、原発の運転期間について今の最長６０年より延ば

すことを初めて求めました。中西会長（日立製作所会長）の強い意向と言われています。原発事故はいまだに収

束しておらず、放射能汚染も続いているにもかかわらずです。

放射線による健康被害も明らかですが、国と原子力規制委員会とその意を受けた学者は「被曝しても問題な

い」かのように主張し、マスコミも報道しなくなりました。非常に危険な情勢です。このような情勢だからこそ、放射

線による健康被害について再度明らかにし、広く発信しなければならないと考えています。

【測定所の取組み】

食品の測定を継続して行いましたが、この 1 年間、復興庁パンフ「放射線のホント」を批判する学習会、核燃料

再処理工場の健康被害を明らかにした第６回測定所まつりなどを開催し、原発が事故がなくても危険であること

を明確にした測定所パンフ（講演録）を発行しました。そして『新米測定プロジェクト』として全国各地の白米・玄米

を測ってデータを蓄積しました。

【今後の方針】

７周年のつどいの中で会員総会を開き、学習会と無料測定会を継続開催して新しい会員の獲得と収入増をめ

ざすこと、「低線量被曝による健康影響」の問題についての最先端の研究成果を市民に広げていくこと、ブログ・

ホームページ・メーリングリスト、会報発行など測定所からの情報発信を引き続き強化していくこと、ホットスポット

ファインダーを今年購入し高浜原発他若狭にある原発を定期的に監視しくことなどを方針として確認しました。

よろしくお願いします。

                                              ２０１９年６月１５日

                                       京都・市民放射能測定所 事務局長 佐藤和利

会報 第１４号

５月１９日『開設７周年のつどい』を開催しました。ご協力あ

りがとうございました！これからもよろしくお願いします！
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【２面】開設７周年のつどい 本行忠志さん講演「低線量被曝の健康影響」

              入江紀夫さん講演「東電原発事故後にみられる胎児への健康影響・先天異常」

【３面】韓国の原発フィールドワーク報告、新米測定プロジェクトの報告

【４面】気になる測定結果、測定所からのお願い



５月１９日開設７周年のつどい での講演の詳細報告を測定所パンフＮＯ．２に載せる予定です。

－Ｐ２－

講 演 ①『低線量被ばくの影響について』

講 師 本行忠志さん（大阪大学医学部教授）

講 演② 『周産期死亡の増加、先天性障害の分析から』

講 師 入江紀夫さん（医療問題研究会）

入江先生は、

１）政府の人口動態統計より、原発事故後に汚

染地域で周産期（妊娠２２週から出生後７日未満

までの期間の）死亡率の上昇が見られること。

２）日本胸部外科学会手術データで、複雑心奇

形の手術件数が有意に増加していること。

３）福島県「妊産婦に関する調査」で、正常な胎

児への外因性異常が増加傾向。

であることをデータを基に示されました。

原発事故による胎児への影響は明らかになっ

てきていることがよくわかりました。

本行先生は、

１）放射線を受けた時の感受性には個人差

があり、胎児や小児は影響を受けやすいこ

と。放射線に弱い遺伝子を持っている人が

いること。

２）放射線を浴びた後に、様々な有害物質

（タバコ、アルコール、ストレス等）の影響が

加わると、複合影響によって発がんリスクが

さらに高まること。

３）放射線被曝すると、光や化学物質によっ

てアレルギー症状が出やすくなる事例。

４）低線量被曝でも、甲状腺がん、乳がん、

白血病などの疾患が発生。

５）福島での被曝量は過少評価されている

可能性があり、小児甲状腺がんの発生につ

いて放射能の影響の可能性は考えられる。

ことを語られました。

豊富なデータと研究成果を示され、低線量

被曝でも健康被害が出ることに確信が持て

るお話でした。



－Ｐ３－

取り組み報告② 新米測定プロジェクト

ご協力ありがとうございました。幸いなことに放射性セシウムが検出された検体はありませんでしたが、食品の安全を

確認するため、２０１９年度も取り組んでいきたいと考えています。

取り組み報告① 韓国の原発フィールドワーク

５月３日～６日、日韓連帯ツアー（市民団体主催）に参加し、韓国の原発問題を見てきました。まず韓国が、稼働中２３基、

建設中５基、廃炉２基、電力の３０数％が原子力という原発大国になっていることに驚きました。

しかも立地は韓国東海岸に密集し、事故が起きた時の被害は日本の方が重大です。

偏西風の影響で日本の方に多くの放射能が流れるからです。「韓国では２４３０万人

が避難、日本では２８３０万人が避難を余儀なくされる」という研究者のシュミレーショ

ンすらあります。（２０１７年３月７日 朝日新聞より 右図参照）

さらに、月城（ウオルソン）原発１～４号機は、「カナダ型重水炉」という天然ウランを

濃縮せず使い、減速材に重水を使うというタイプです。放射性廃棄物の発生とトリチ

ウムの発生が格段に多いのが特徴です。近隣の地区の住民の尿検査をしたところ

８０～１００％トリチウムが検出された事例もありました。実際に甲状腺がんになった

住民の方のお話も聞きましたが、「福島原発事故で日本の子どもたちに甲状腺がんが多発していることを知り、自分の孫た

ちが心配」と語っておられました。

そして私がショッキングだったのが、原発の前で漁をしている海女さん、キャンプや釣りを楽しんでいる家族連れの姿でし

た。原発福島からの水産物の輸入規制が話題になりましたが、福島事故が明らかにした放射能と原発の本質的な危険性

は、市民に伝えられていないのではないか？と疑問を感じざるをえませんでした。文政権の下でも原発の新設工事が進め

られています。工事現場も直接見ました。

しかし希望はあります。福島事故を受けて原発を止めよう、健康被害を補償させようと立ち上がった韓国市民がいます。

原発問題は完全に日本と共通です。日韓市民の連帯を深め、共に解決していかなければいけないと強く感じました。（Ｓ）



◇年会費（会員になった日から１年間）

正会員 ４千円

サポート会員 ２千円

◇以下の口座に振込んでください。

・郵便振替口座

00990-8-147255 京都市民測定所

・ゆうちょ銀行

14440-6770961 京都市民測定所

（他銀行からの場合）

店名 四四八 店番 448

普通預金 0677096 京都市民測定所

京都測定所をいつもご支援いただき、スタッ

フ一同感謝しております。

しかし、今後も引き続き測定所の運営を続け

ていけるかどうかは、現状のままでは大変厳し

く、みなさまからの会費と測定依頼に頼るしか

ありません。

会員の継続（年会費納入）を、心からお願い

申し上げます。

なお、右記の口座に年会費を振り込んでいた

だいた方には、後日新しい会員証をお送りいた

します。よろしくお願いいたします。

会員のみなさまへのお願い

京都・市民放射能測定所 事務局

〒612-0066 京都市伏見区桃山羽柴長吉中町55-1

コーポ桃山105号部屋

TEL/FAX 075-622-9870

E-mail：shimin_sokutei＠yahoo.co.jp
http://nukecheck.namaste.jp/ http://crmskyoto.exblog.jp/

－Ｐ４－

気になる測定結果

測定年度 Cs137
(Bq/kg)

検出下限値

(Bq/kg)
Cs134
(Bq/kg)

検出下限値

(Bq/kg)
測定時間 検体の質量

２０１４年 23.3±5.7 3.45 6.94±2.88 3.23 １８０３秒 ９７５ｇ

２０１５年 28.0±5.63 2.71 6.17±2.32 2.51 １８００秒 １２２５ｇ

２０１６年 48.0±10.7 4.88 6.75±3.08 3.99 ３６００秒 ３９９ｇ

２０１８年 30.5±7.60 5.72 7.60±3.89 5.24 ３６００秒 ４０８ｇ

福島市の自家製干し柿

原発事故のために福島市から避難して京都に来られた会員のご協力によ

り、福島市の実家で作られている「自家製干し柿」を２０１４年度から毎年測定

させていただいてます。（2017年度を除く）

これまでの測定データをまとめたのが下の表です。（会員の方は当測定所

のホームページの測定結果でスペクトルグラフなどの詳細が見れます。）

毎年、放射性セシウムが検出されており、スペクトルグラフからはセシウム

１３７のピークが明確にみられます。

２０１６年度と２０１８年度は５００ミリリットルで測定しているため、検出下限

値が高くなっていることと、検体の質量が少なめだったこともあって放射性セ

シウムの値が高めに出ている可能性はありますが、全ての年度で低いとは

いえない放射能汚染が検出されています。

福島第一原発事故から７年経ってもこれだけの数値が出ていることを考え

ますと、まだまだ放射能測定を続けていかなければと思います。


